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佐
渡
の
金
銀
山
史
を
彩
る
人
々

○
元
和
寛
永
の
金
銀
山
大
盛
り
後
の
衰
退
期

　

伊い

丹た
み

康や
す

勝か
つ

奉
行
［
寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）

～
承
応
２
年
（
１
６
５
３
）
在
任
］
は
18
年

も
の
長
期
に
わ
た
っ
て
佐
渡
奉
行
を
勤
め
ま

し
た
が
、
勘
定
奉
行
兼
任
で
あ
っ
た
た
め
、

佐
渡
へ
渡
っ
た
の
は
赴
任
当
初
の
１
年
間
の

み
で
、
通
常
は
江
戸
か
ら
派
遣
し
た
２
人
の

代
理
と
地
役
人
か
ら
選
ん
だ
留
守
居
役
に
指

示
し
て
政
務
を
執
ら
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
鉱
山
は
鎮
目
・
竹
村
両
奉
行

の
金
銀
山
最
盛
期
後
の
衰
退
期
に
入
っ
て
お

り
、
正
保
４
年
（
１
６
４
７
）
の
大
火
、
慶

安
２
年
（
１
６
４
９
）
の
大
水
害
と
度
重
な

る
災
害
が
相
川
の
町
を
襲
っ
た
時
代
で
し

た
。
こ
の
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
、
伊
丹
奉

行
は
地
役
人
の
中
か
ら
有
能
な
人
材
を
抜
擢

し
て
慶
安
検
地
な
ど
の
改
革
を
行
い
ま
し

た
。
後
の
記
録
に
は
「
寛
弘
に
し
て
才
覚
あ

り
し
人
と
見
え
た
り
」
と
う
た
わ
れ
ま
し
た

が
、
一
方
で
は
慶
安
５
年
（
１
６
５
２
）
の

小
比
叡
騒
動
の
よ
う
な
旧
来
の
役
人
と
新
参

の
役
人
に
よ
る
対
立
も
生
じ
て
お
り
、
江
戸

在
住
の
ま
ま
佐
渡
支
配
を
行
う
こ
と
の
難
し

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

曽そ

根ね

五ご

郎ろ
う

兵べ

衛え

奉
行
［
寛
文
10
年

（
１
６
７
０
）
～
延
宝
８
年
（
１
６
８
０
）

在
任
］
は
「
当
時
衰
運
に
傾
け
る
金
山
復
興

策
を
図
る
」
と
い
わ
れ
た
人
物
で
、
割
間
歩

の
復
興
や
入
川
銀
山
の
開
発
、
小
木
港
の
工

事
や
年
貢
古
米
の
換
金
化
に
よ
る
財
政
収
入

の
確
保
な
ど
の
政
策
を
行
い
ま
し
た
。
真
野

御
陵
（
順
徳
上
皇
火
葬
塚
）
の
修
復
も
曽
根

奉
行
の
時
代
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
宝
暦
の
改
革

　

寛
延
３
年
（
１
７
５
０
）、
農
民
へ
の
増

税
や
金
銀
山
の
不
振
が
原
因
と
な
り
、
島
内

各
地
で
農
民
騒
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
奉
行
所
で
は
、松ま

つ

平
だ
い
ら

忠た
だ

隆た
か

奉
行
［
寛

延
３
年
～
宝
暦
３
年
（
１
７
５
３
）
在
任
］、

石い
し

谷が
や

清き
よ

正ま
さ

奉
行
［
宝
暦
６
年
～
９
年
在
任
］

ら
の
手
に
よ
っ
て
数
々
の
改
革
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

松
平
奉
行
は
金
銀
山
の
不
況
と
農
民
騒
動

の
原
因
は
役
人
の
不
正
や
悪
政
に
あ
る
と
考

え
、
財
政
と
金
銀
山
支
配
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当

す
る
代
官
を
置
き
、
奉
行
所
の
政
治
体
制
を

強
化
す
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い

た
佐
渡
国
産
物
の
島
外
移
出
を
解
禁
し
ま
し

た
。
石
谷
奉
行
は
相
川
市
中
に
点
在
す
る
床

屋
（
精
錬
所
）
を
奉
行
所
内
に
新
設
し
た
寄よ
せ

勝せ
り

場ば

に
集
め
、
金
銀
精
錬
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
飢
饉
の
際
に
農
民
に
貸
し
付
け

て
い
た
金
銀
・
米
の
無
償
化
や
担
保
に
し
て

い
た
土
地
の
返
還
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
佐

渡
の
経
済
は
活
性
化
し
、
地
場
産
業
が
大
き

く
発
展
す
る
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

○
幕
末
へ
む
け
て

　

泉
い
ず
み

本も
と

正
し
ょ
う

助す
け

奉
行［
文
政
５
年（
１
８
２
２
）

～
天
保
３
年
（
１
８
３
２
）
在
任
］
は
相
川

羽
田
浜
に
広こ

う

恵え

倉そ
う

と
い
う
公
益
機
関
を
設

け
、
そ
の
利
潤
を
鉱
山
復
興
や
窮
民
救
済
に

あ
て
ま
し
た
。
ま
た
、
修
教
館
と
い
う
奉
行

所
付
属
の
学
問
所
の
設
立
や
、
綿
花
・
油
菜
・

桑
・
茶
な
ど
の
栽
培
を
奨
励
す
る
な
ど
、
教

育
や
殖
産
興
業
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

川か
わ

路じ

聖と
し

謨
あ
き
ら

奉
行［
天
保
11
年（
１
８
４
０
）

～
12
年
在
任
］
は
天
保
９
年
に
全
島
規
模
で

起
こ
っ
た
農
民
騒
動
の
処
理
に
あ
た
っ
た
人

物
で
す
。
広
く
海
外
事
情
や
西
洋
技
術
に
通

じ
、
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
に
長
崎
に
寄

港
し
た
ロ
シ
ア
大
使
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
交

渉
や
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
の
日
米
修

好
通
商
条
約
調
印
を
担
当
し
ま
し
た
。
佐
渡

在
勤
中
の
日
記
『
島
根
の
す
さ
み
』
は
、
当

時
の
佐
渡
の
様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鈴す
ず

木き

重し
げ

嶺ね

奉
行
［
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）

～
４
年
在
任
］
は
最
後
の
佐
渡
奉
行
で
、
明

治
維
新
に
よ
り
い
っ
た
ん
は
免
職
と
な
り
ま

し
た
が
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
か
ら
９

年
ま
で
相
川
県
参
事
と
し
て
再
び
来
島
し
ま

し
た
。
鈴
木
奉
行
は
佐
佐
木
信
綱
と
肩
を
並

べ
る
明
治
初
期
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、
相

川
在
勤
中
に
「
清せ

い

楽ら
く

社し
ゃ

」
と
い
う
和
歌
の
結

社
を
設
立
し
、
島
民
に
広
く
指
導
を
行
い
ま

し
た
。

◆
教
育
委
員
会　

世
界
遺
産
・
文
化
振
興
課

　

☎
27
―
４
１
７
０

▲鈴木奉行肖像画
（「佐渡相川郷土史事典」より転載）

▲川路奉行御影
（「佐渡相川郷土史事典」より転載）

▲ �相川下寺町法然
寺にある伊丹奉
行の五輪塔

子の勝
かつ

長
なが

も康勝の
後を受け勘定奉行
のまま佐渡奉行とな
りましたが［承応 2
年～明暦3年（1657）
在任］、一度も佐渡
を訪れることはあり
ませんでした。


